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は
じ
め
に

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
中
東
地
域
は
、
古
代
か
ら
続
く
長
い

歴
史
を
も
ち
、
か
つ
て
は
多
く
の
人
と
文
物
が
行
き
交
う
文
化
的
先
進
地

だ
っ
た
。
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
あ
る
中
東
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る

物
語
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
豊
か
な
口
承
文
芸
に
も
恵
ま
れ
、
そ
れ

ら
は
絵
本
を
は
じ
め
、
様
々
な
形
で
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
近
代
に
お
け
る
紛
争
と
国
造
り
の
歩
み
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
情
を
反
映
し
た
絵
本
も
出
版
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
稿
で
は
中
東
に
お
け
る

子
ど
も
の
本
に
つ
い
て
、
特
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
例
に
挙
げ
、
ど
の
よ
う

な
絵
本
が
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
さ
れ
て
い
る
の
か
を
論
じ
た
い
。

中
東
の
あ
ら
ま
し

中
東
と
は
西
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
北
東
部
の
地
域
の
総
称
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ト
ル
コ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
エ
メ
ン
、
エ
ジ

プ
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
難
民
問
題
や
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
内
戦
、
民
族

紛
争
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
国
も
少
な
く
な
い
。
近
世
以
降
か
ら
現

代
に
か
け
て
の
こ
れ
ら
の
国
々
の
状
況
は
、
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
除
く
殆
ど
の
国
に
お
い
て
人
口
の
大
半
を
ム
ス
リ
ム

が
占
め
、
歴
史
的
、
文
化
的
に
も
多
く
の
共
通
す
る
部
分
を
も
っ
て
い
る
。

歴
史
的
に
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
知
的
遺
産
を
受
け
継
ぎ
、
中
国

や
イ
ン
ド
の
文
化
的
影
響
も
受
け
、
広
大
な
領
域
に
豊
か
で
融
合
的
な
文

化
が
栄
え
た
。
ま
た
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
の
活
発
な
翻
訳
活
動
は
、
結
果
的

に
ヨ
ー
ロ
ー
ッ
パ
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
促
し
た
。
科
学
で
は
「
イ
ス
ラ
ー

ム
科
学
」
ま
た
は
「
ア
ラ
ビ
ア
科
学
」
と
呼
ば
れ
る
発
達
し
た
科
学
を
生

み
出
し
、
現
代
の
科
学
技
術
の
基
礎
を
築
い
た
。
例
え
ば
ア
ル
カ
リ
、
ギ

ブ
ス
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
多
く
の
科
学
用
語
、
医
学
用
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語

を
語
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
非
常
に
商
業
的
な
要
素
を
も
つ
イ
ス
ラ
ー
ム

の
教
義
と
共
通
語
と
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
語
、
お
よ
び
ム
ス
リ
ム
が
一
堂
に

会
す
る
巡
礼
は
、
都
市
間
を
結
ぶ
活
発
な
物
流
と
交
易
活
動
、
そ
し
て
そ

れ
を
支
え
る
広
範
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
た
。

中
東
の
口
承
文
芸

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
た
、
豊
か
な
口
承
文
芸
を
も
た
ら
し
た
。
中

東
の
各
地
で
は
、
狡
猾
な
禿
の
男
、
果
物
の
中
か
ら
現
れ
る
美
女
、
狼
に

挑
む
母
山
羊
の
話
な
ど
、
非
常
に
よ
く
似
た
物
語
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
こ
の
広
範
な
交
流
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

中
東
の
口
承
文
芸
に
は
、
家
族
や
隣
人
間
で
語
ら
れ
る
、
い
わ
ば
家
庭

【
第
七
八
回
研
究
例
会

　
中
近
東
・
韓
国
・
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
に
手
渡
す
物
語
】

中
東
に
お
け
る
子
ど
も
の
本
の
世
界
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で
の
語
り
と
専
門
の
語
り
手
に
よ
る
商
業
的
な
語
り
が
あ
る
。
中
東
で
は

家
族
の
繋
が
り
が
非
常
に
強
く
、
ま
た
近
所
づ
き
あ
い
が
濃
厚
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
人
、
シ
リ
ア
人
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
、
イ
ラ
ク
人
、
ス
ー
ダ

ン
人
な
ど
の
二
十
代
か
ら
六
十
代
の
男
性
十
一
人
、
女
性
十
六
人
に
聞
き

取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
殆
ど
の
人
が
物
語
を
子
ど
も
の
頃
に
家
族
（
祖
母
、

母
、
姉
、
叔
母
、
父
な
ど
）
や
近
所
の
人
か
ら
聞
い
て
い
た
。
物
語
の
内

容
は
預
言
者
伝
な
ど
の
宗
教
的
な
話
か
ら
、
教
訓
的
な
話
、
世
界
的
に
広

く
知
ら
れ
た
童
話
、『
ジ
ュ
ハ
ー
』
や
『
千
夜
一
夜
』
な
ど
の
中
東
の
民
話
、

か
つ
て
近
所
で
起
き
た
出
来
事
を
元
に
し
た
世
間
話
な
ど
多
義
に
わ
た
っ

て
い
た
。
殆
ど
の
回
答
者
が
聞
い
た
話
の
内
容
を
よ
く
覚
え
て
お
り
、
中

に
は
物
語
を
巧
み
に
再
現
す
る
人
も
い
た
こ
と
か
ら
、
中
東
で
は
今
も
家

庭
で
の
語
り
は
健
在
で
あ
る
こ
と
が
窺
が
え
る
。
例
え
ば
あ
る
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
人
女
性
（
マ
ダ
ー
イ
ン
・
サ
ー
レ
ハ
在
住
、
二
〇
二
〇
年
当
時
、

三
十
五
歳
）
は
、
幼
い
頃
に
聴
い
た
と
い
う
ラ
ク
ダ
の
話
を
、
イ
ラ
ク
の

カ
ル
バ
ラ
で
出
会
っ
た
五
十
代
の
女
性
（
二
〇
一
五
年
当
時
）
は
『
千
夜

一
夜
』
の
冒
頭
部
を
、
そ
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
在
住
の
シ
リ
ア
人
女
性

（
二
〇
一
九
年
当
時
、
三
十
歳
）
は
、
母
か
ら
聴
い
た
と
い
う
『
レ
イ
ラ
・

ワ
ッ
・
ズ
ィ
ブ
』（
レ
イ
ラ
と
狼
・
赤
ず
き
ん
）
を
、
語
り
出
し
か
ら
語
り

納
め
の
決
ま
り
言
葉
に
至
る
ま
で
流
麗
に
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
公
衆
浴
場
（
ハ
マ
ム
、
ハ
ン
マ
ー
ム
）
は
、
古
く
か
ら
男
女
双
方

の
社
交
と
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ
た
。『
千
夜
一
夜
』
や
ト
ル
コ
の
『
ケ

ロ
ー
ラ
ン
』
の
物
語
に
は
、「
公
衆
浴
場
で
物
語
を
集
め
る
」
と
い
う
場
面

が
あ
る
が
、
実
際
に
公
衆
浴
場
で
は
様
々
な
語
り
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
公
衆
浴
場
は
現
在
も
楽
し
い
語
ら
い
の
場
で
あ
り
、
中
で
軽
食
を
摂

り
な
が
ら
お
喋
り
に
興
じ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
マ
ク
ハ
ー
や
チ
ャ
イ
ハ
ネ
と
呼
ば
れ
る
喫
茶
店
は
男
性
の
社
交
場

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
『
ア
ブ
ー
・
ザ
イ
ド
武
勇
伝
』、『
バ
イ
バ
ル
ス
武
勇

伝
』、『
ア
ン
タ
ラ
と
ア
ブ
ラ
』、『
ラ
イ
ラ
と
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ン
』、『
千
夜
一

夜
』、『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
』
な
ど
の
様
々
な
物
語
が
専
門
の
語
り
手
に
よ
っ

て
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
口
承
文
芸
の
多
く
は
、
絵
本
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
媒
体
を
通
し
て
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
ト
ル
コ
で
は
、
草
原
を
舞
台
と
し
た
英
雄
物
語
集
の
『
デ
デ
・
コ
ル

ク
ト
』、
上
述
の
『
ケ
ロ
ー
ラ
ン
』、「
ト
ル
コ
の
一
休
さ
ん
」
と
も
言
え
る

『
ナ
ス
レ
ッ
デ
ィ
ン
・
ホ
ジ
ャ
の
お
話
』。
ア
ラ
ブ
で
は
ナ
ス
レ
ッ
デ
ィ
ン
・

ホ
ジ
ャ
と
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
る
『
ジ
ュ
ハ
ー
（
エ
ジ
プ
ト
風
に
は
ゴ
ハ
）
の

お
話
』、『
千
夜
一
夜
』、
ア
ラ
ビ
ア
文
学
最
古
の
散
文
学
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の

寓
話
集
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
を
元
と
し
た
『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』。

『カリーラとディムナ』2011
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イ
ラ
ン
で
は
『
射
手
の
ア
ー
ラ
ー
シ
ュ
』
な
ど
の
神
話
や
伝
説
、
イ
ラ
ン
最

大
の
民
族
叙
事
詩
『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
』、
そ
し
て
ペ
ル
シ
ア
語
文
学
史
上
最

大
の
神
秘
主
義
詩
人
で
あ
り
、
ト
ル
コ
の
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
の
祖
で
あ
る

モ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
（
ジ
ャ
ラ
ー
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ル
ー
ミ
ー
）
の
『
精
神

的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
寓
話
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
物
語
は
、
中
東
世
界
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
と
い
う
共
通
の

枠
組
み
の
な
か
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ト
ル
コ
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
枠
を
超

え
て
広
く
中
東
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

特
に
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
寓
話
は
イ
ン
ド
発
祥
の
寓
話
や
他
の

文
献
の
物
語
を
多
々
含
ん
で
お
り
、
そ
の
多
く
が
絵
本
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
ホ
ジ
ャ
ど
ん
の
し
っ
ぺ
が
え
し
：
ト
ル
コ
の
民
話
』 （
ギ
ュ
ン
セ
リ・

オ
ズ
ギ
ュ
ル
再
話
・
絵　
な
が
た
ま
ち
こ
訳　
一
九
八
三　
ほ
る
ぷ
出
版
）

や
『
2
ひ
き
の
ジ
ャ
ッ
カ
ル
：
イ
ラ
ン
に
つ
た
わ
る
お
は
な
し
』 （
愛
甲
恵

子 

再
話　
ア
リ
レ
ザ
・
ゴ
ル
ド
ゥ
ズ
ィ
ヤ
ン
絵　
二
〇
二
一　
玉
川
大
学

出
版
部
）、『
く
ら
や
み
の
ゾ
ウ
：
ペ
ル
シ
ャ
の
ふ
る
い
詩
か
ら
』 （
ミ
ナ
・

ジ
ャ
バ
ア
ー
ビ
ン
再
話　

ユ
ー
ジ
ン
・
イ
ェ
ル
チ
ン
絵　

山
口
文
生
訳　

二
〇
一
八　
評
論
社
）
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

ア
ラ
ブ
の
絵
本

次
に
ア
ラ
ブ
圏
で
出
版
さ
れ
て
い
る
絵
本
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ア
ラ

ブ
圏
で
は
、
英
語
の
絵
本
、
ま
た
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
と
の
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
絵
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
み
で
出

版
さ
れ
た
絵
本
に
つ
い
て
触
れ
る
。

川
真
田
純
子
氏
は
そ
の
著
書
『
ア
ラ
ビ
ア
物
語 

1 （
み
ど
り
の
文
庫
）』

の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
み
ど
り
の
文
庫
に
つ
い
て
で
す

が
、
こ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に
な
る
ま
で
に
、
一
度

は
手
に
す
る
物
語
集
で
す
。（
中
略
）
ア
ラ
ビ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
の
あ
い
だ

で
は
、
と
て
も
人
気
の
あ
る
み
ど
り
色
の
表
紙
の
本
で
す
。」

こ
の
「
み
ど
り
の
文
庫
」
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
のD

ār al-M
aʻārif

社
出

版
のal-M

aktabah al-khaḍrāʼ lil-aṭfāl

（
子
ど
も
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
シ
リ
ー
ズ
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
非
常

に
人
気
の
あ
る
シ
リ
ー
ズ
で
、版
を
重
ね
て
ア
ラ
ブ
圏
の
各
地
で
流
通
し
た
。

実
は
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
を
含
む
世
界
各
国
の
民
話
や
童
話
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳

で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
を
は
じ
め
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』
や
『
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
』
な
ど
の
世
界
の
名
作
が
シ
リ
ー
ズ
の
多
数
を
占
め
て
い
る
。
翻
訳

絵
本
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
のW

illiam
 H

epw
orth 

社
出
版
の
人
気
絵

本
シ
リ
ー
ズLadybird Books

な
ど
も
ア
ラ
ビ
ア
語
版
が
出
版
さ
れ
て
い

た
。ア

ラ
ブ
圏
の
絵
本
の
大
き
な
転
機
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
の
第
一
次
中
東
戦
争
以
降
、
約
七
十
万
人
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
難
民
と
な
り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と

し
て
の
教
育
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
た
当
時
の

Ｐ
Ｌ
Ｏ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
）
は
様
々
な
方
面
に
呼
び
か
け
、
青
少

年
の
た
め
の
出
版
社
、D

ār al-Fatá al- ‘A
rab ī

（
ア
ラ
ブ
の
若
者
社
）
を
立

ち
上
げ
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
か
ら
児
童
書
を
出
版
し
始
め
た
。
こ
れ
は
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当
時
の
ア
ラ
ブ
世
界
で
唯
一
の
児
童
・
青
少
年
出
版
社
で
あ
り
、
児
童
書

が
殆
ど
な
か
っ
た
ア
ラ
ブ
世
界
で
人
気
を
博
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で

生
ま
れ
た
た
め
か
、
こ
の
出
版
社
の
絵
本
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
し
て
の

自
覚
を
促
す
内
容
や
、
戦
意
を
高
揚
さ
せ
る
よ
う
な
内
容
が
少
な
か
ら
ず

見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
ア
ラ
ブ
世
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
質
の
高
い
絵
本

が
、
ア
ラ
ブ
の
作
家
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
に
よ
っ
て
初
め
て
数
多
く
出

版
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
る
に
値
す
る
。
こ
の
出
版
社
は
も
は
や
存
在
し

な
い
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
挿
絵
画
家
ヘ
ル

ミ
ー
・
エ
ル
・
ト
ウ
ニ
ー
の
よ
う
に
、
ア
ラ
ブ
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
現

在
の
絵
本
作
家
た
ち
の
多
く
が
、
か
つ
て
は
こ
の
出
版
社
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
伺
え
る
。

フ
セ
イ
ン
政
権
下
の
イ
ラ
ク
で
も
大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
。
当
時
の
イ
ラ

ク
は
石
油
収
入
で
得
た
莫
大
な
資
金
を
芸
術
活
動
や
出
版
活
動
に
投
じ
た
た

め
、
イ
ラ
ク
は
ア
ラ
ブ
の
絵
本
の
世
界
に
お
い
て
先
駆
的
存
在
と
な
っ
た
。

フ
セ
イ
ン
の
意
向
に
よ
る
、
イ
ラ
ク
文
化
教
育
省
を
主
体
と
し
た
出
版
社

M
aktabat al-ṭifl

（
子
ど
も
出
版
社
）
が
設
立
さ
れ
、
七
〇
年
代
終
わ
り
か

ら
八
八
年
に
か
け
て
、
創
作
、
翻
訳
を
含
め
印
刷
、
質
、
共
に
大
変
に
優
れ

た
子
ど
も
の
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
、
非
常
な
安
価
で
ア
ラ
ブ
諸
国
に
配
布

さ
れ
た
。
現
在
活
躍
し
て
い
る
ア
ラ
ブ
の
若
手
絵
本
作
家
の
な
か
に
は
、
子

ど
も
の
頃
に
こ
の
出
版
社
の
本
を
見
て
育
っ
た
者
も
少
な
く
な
い
。

そ
し
て
現
在
、
ア
ラ
ブ
圏
で
は
更
に
優
れ
た
絵
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ

て
い
る
。
世
界
で
最
も
高
額
な
文
学
賞
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
、
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
イ
ッ
テ
ィ
サ
ー
ラ
ー
ト
児
童
文
学
賞
も
、
絵
本
の
発

展
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
賞
の
受
賞
者
の
国
籍
は
様
々
で

あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
口
語
（
ア
ー
ン
ミ
ー
ヤ
）
は
国
や
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
文
語
（
フ
ス
ハ
ー
）
は
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
共
通
で
あ
る
。
絵
本

も
原
則
と
し
て
フ
ス
ハ
ー
で
書
か
れ
る
た
め
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
絵
本
に
は

国
境
が
存
在
し
な
い
。
ア
ラ
ブ
の
絵
本
作
家
は
国
境
を
越
え
て
活
動
し
、

絵
本
の
挿
絵
画
家
も
ア
ラ
ブ
人
の
み
な
ら
ず
イ
ラ
ン
人
、欧
米
人
な
ど
様
々

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
優
れ
た
作
品
は
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ア
ラ
ブ
の
絵
本
の
内
容
と
し
て
は
、（
一
）
口
承
文
芸
や
古
典
を
元
と
し

た
絵
本
（
二
）
預
言
者
伝
な
ど
を
含
む
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
の
絵
本
（
三
）

イ
ス
ラ
ー
ム
の
偉
人
伝
・
学
者
伝
な
ど
伝
記
的
な
絵
本
（
四
）
自
国
の
文

化
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
絵
本
（
五
）
政
治
的
な
絵
本
（
六
）
創
作
絵
本

（
七
）
知
識
の
絵
本
（
八
）
翻
訳
絵
本
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
（
二
）
の
イ
ス
ラ
ー
ム
関
す
る
絵
本
は
、ア
ラ
ブ
の
ど
の
国
に
行
っ

て
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
き
ち
ん
と
し
た
書
店
で
は
も
ち
ろ
ん
、

書
店
が
街
中
に
見
当
た
ら
な
い
場
合
で
も
、
モ
ス
ク
の
近
く
に
は
書
籍
を

扱
う
店
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
こ
の
類
の
本
が
売
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
ク

ル
ア
ー
ン
か
ら
の
抜
粋
、
預
言
者
に
ま
つ
わ
る
逸
話
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
登

場
す
る
動
物
の
物
語
な
ど
の
割
合
が
大
き
い
。
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え

や
モ
ラ
ル
、
お
祈
り
の
仕
方
な
ど
を
子
ど
も
に
教
え
る
本
や
、
イ
ス
ラ
ー

ム
文
化
を
題
材
と
し
た
創
作
絵
本
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
偉
人
伝
・
学
者
伝
の
絵
本
も
、

（
二
）
に
次
い
で
ア
ラ
ブ
の
各
国
で
目
に
す
る
機
会
の
多
い
絵
本
で
あ
る
。

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
匹
敵
す
る
大
旅
行
家
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
や
「
イ
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ス
ラ
ー
ム
世
界
が
生
み
出
し
た
最
高
の
知
識
人
」
と
評
さ
れ
る
イ
ブ
ン
・

ス
ィ
ー
ナ
ー
（
ラ
テ
ン
名
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
）、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
語
源
と

な
っ
た
大
数
学
者
ア
ル
＝
フ
ワ
ー
リ
ズ
ミ
ー
、
哲
学
で
名
高
い
イ
ブ
ン
・

ル
シ
ュ
ド
（
ラ
テ
ン
名
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
）
な
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は

様
々
な
出
自
を
も
つ
数
多
く
の
知
識
人
が
活
躍
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
学
者
シ
リ
ー
ズ
」
と
で
も
称
す
べ
き
絵
本
が
、

様
々
な
形
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
国
に
よ
っ
て
は
（
四
）
の
自
国
の
伝
統
文
化
に
大
き
く
焦
点
を
当

て
た
絵
本
が
目
立
つ
。
例
え
ば
カ
タ
ー
ル
は
住
民
の
約
八
割
を
出
稼
ぎ
の

外
国
人
が
占
め
、
母
国
語
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
か
伝
統
行
事
や
、
か
つ
て
湾
岸
で
隆
盛
を
極

め
た
真
珠
採
集
を
題
材
と
し
た
絵
本
な
ど
、
自
国
の
文
化
を
き
ち
ん
と
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
す
る
絵
本
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
五
）
の
政
治
的
な
絵
本
に
つ
い
て
は
、
絵
本
の
始
ま
り
に
お
い
て
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
が
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た

絵
本
は
今
も
連
綿
と
出
版
さ
れ
続
け
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
難
民
問
題

を
取
り
上
げ
た
絵
本
も
現
れ
て
い
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
そ
の
絵
本
の
特
色

こ
れ
ら
の
ア
ラ
ビ
ア
語
絵
本
は
、
広
く
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
輸
入
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
出
版
さ
れ
た
絵
本
の
場
合
は
、
特
に
大
き

な
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
特
色
と
は
（
一
）
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
比
重

が
特
に
大
き
い
。（
二
）
イ
ス
ラ
ー
ム
の
マ
ナ
ー
な
ど
躾
に
関
す
る
絵
本
が

多
い
。（
三
）
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ー
ズ
王
の
偉
業
を
称
え
る
本
な
ど
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
王
国
建
国
に
関
す
る
絵
本
が
あ
る
。（
四
）
後
述
す
る
ワ
ッ
ハ
ー

ブ
主
義
に
則
っ
た
絵
本
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
色

に
つ
い
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
あ
ら
ま
し
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
石
油
大
国
で
あ
り
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
中
で
唯
一
の

Ｇ
二
〇
加
盟
国
で
あ
る
。
面
積
は
日
本
の
約
六
倍
で
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の

大
半
を
占
め
る
。
国
土
の
三
分
の
一
は
砂
漠
で
、
紅
海
と
ア
ラ
ビ
ア
海
に

挟
ま
れ
、
火
山
、
高
原
、
オ
ア
シ
ス
な
ど
、
そ
の
地
勢
は
多
様
性
に
富
み
、

地
域
に
よ
っ
て
生
活
形
態
も
様
々
で
あ
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
の
特
徴
と
し
て
、
非
常
に
宗
教
色
が
強
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
男
女
が
同
席
す
る
こ
と
は
な
く
、
外
国
人
で
あ
っ
て
も
豚
肉

と
ア
ル
コ
ー
ル
は
厳
禁
、
一
日
五
回
の
礼
拝
の
時
間
に
は
病
院
な
ど
を
別
と

し
て
、
商
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
博
物
館
な
ど
全
て
が
閉
ざ
さ
れ
る
。
生
活
の

全
て
が
イ
ス
ラ
ー
ム
を
中
心
に
回
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
た
国
王
の
呼
称
「
ハ
ー
デ
ム
・
ア
ル
＝
ハ
ラ
マ
イ
ニ
・
ア
ッ
＝
シ
ャ

リ
ー
フ
ァ
イ
ン
」
は
「
二
つ
の
聖
モ
ス
ク
の
守
護
者
」
を
意
味
し
、
イ
ス

ラ
ー
ム
最
大
の
聖
地
マ
ッ
カ
と
マ
デ
ィ
ー
ナ
を
擁
し
て
い
る
と
い
う
高
い

プ
ラ
イ
ド
が
伺
え
る
。
国
王
の
権
力
は
非
常
に
強
く
、
祭
政
一
致
の
原
則

に
則
り
立
法
、
司
法
、
行
政
、
宗
教
の
全
て
を
国
王
が
司
る
。
元
々
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
は
、「
サ
ウ
ー
ド
家
の
ア
ラ
ビ
ア
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

サ
ウ
ー
ド
家
出
身
の
国
王
が
国
家
の
富
を
国
民
に
再
分
配
す
る
レ
ン
テ
ィ

ア
国
家
で
あ
る
。
そ
の
た
め
医
療
費
、
教
育
費
な
ど
は
無
料
で
、
付
加
価

値
税
を
別
と
し
て
原
則
的
に
税
金
も
存
在
し
な
い
。
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建
国
の
歴
史
は
、
十
八
世
紀
半
ば
に
リ
ヤ
ド
近
郊
の
小
さ
な
一
帯
を
治

め
て
い
た
サ
ウ
ー
ド
家
と
宗
教
指
導
者
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ル
・
ワ
ッ
ハ
ー

ブ
が
盟
約
を
結
び
、
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
を
掲
げ
て
新
た
な
国
家
体
制
を
作

り
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
時
よ
り
サ
ウ
ー
ド
家
は
「
ワ
ッ
ハ
ー
ブ

派
の
守
護
者
」
と
な
り
、
そ
の
運
動
を
広
げ
な
が
ら
勢
力
を
拡
大
し
、

十
九
世
紀
の
初
め
に
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
統
一
し
た
。
そ
の
後
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
と
の
抗
争
や
内
紛
に
よ
っ
て
一
時
弱
体
化
し
た
も
の
の
、
現
在
の

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
の
建
国
の
祖
、
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ー
ズ
王
が

一
九
〇
二
年
の
マ
ス
マ
ク
砦
へ
の
奇
襲
を
皮
切
り
と
し
て
二
十
年
以
上
に

及
ぶ
戦
い
を
続
け
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
諸
部
族
を
平
定
、
つ
い
に

一
九
三
二
年
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
建
国
を
宣
言
し
た
。
そ
の
建
国
の
過

程
に
お
い
て
、
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ー
ズ
王
も
「
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
」
を
掲
げ
、

砂
漠
の
遊
牧
民
ベ
ド
ウ
ィ
ン
に
伝
道
師
を
派
遣
し
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
運
動
を
広

げ
た
。
更
に
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
農
業
定
着
を
図
っ
て
入
植
地
を
建
設
し
開
拓

村
を
広
げ
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ド
ウ
ィ
ン
は
運
動
に
共
鳴
す
る
強
い
絆
で
結

ば
れ
た
同
胞
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
三
百
年

前
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
が
建
国
の
大
き
な
柱
と
な
り
、

こ
れ
が
国
の
統
治
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
は
「
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
を
模
範
と
し
、
ク

ル
ア
ー
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
録
）
を
忠
実
に

守
り
、
本
来
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
姿
に
帰
ろ
う
」
と
す
る
運
動
で
あ
り
、
聖

者
崇
拝
や
、
占
い
、
墓
参
り
、
願
掛
け
な
ど
の
行
為
を
厳
し
く
否
定
、
禁

止
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
教
育
制
度
は
ほ
ぼ
日
本
と
同
じ
だ
が
、
小
学
校
か

ら
大
学
ま
で
完
全
に
男
女
別
学
で
あ
り
、
公
立
の
場
合
は
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
授
業
料
は
全
て
無
料
で
あ
る
。
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
柱

は
（
一
）
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
を
基
本
理
念
と
す
る
宗
教
教
育
、（
二
）
イ

ス
ラ
ー
ム
思
想
に
基
づ
く
愛
国
心
教
育
、（
三
）
建
国
の
偉
業
を
賞
賛
す
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
建
国
歴
史
教
育
に
あ
る
と
言
え
る
。
建
国
の
偉
業
に
対

す
る
賞
賛
は
教
科
書
以
外
に
も
見
ら
れ
、
例
え
ば
建
国
の
端
緒
を
開
い
た

マ
ス
マ
ク
砦
は
博
物
館
と
な
り
、
当
時
の
戦
い
の
様
子
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

に
再
現
し
て
い
る
。
ま
た
建
国
の
あ
ら
ま
し
を
描
い
た
児
童
書
も
出
版
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
ワ
ッ
ハ
ー
ブ

主
義
に
基
づ
い
た
宗
教
教
育
、
お
よ
び
サ
ウ
ー
ド
王
家
に
よ
る
絶
対
的
な

中
央
集
権
体
制
に
よ
っ
て
、
国
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
、

そ
れ
が
絵
本
に
も
大
き
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
窺
が
え
る
。

こ
の
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
に
則
っ
た
絵
本
の
大
き
な
特
色
は
、
人
や
動
物

の
姿
、
特
に
顔
を
描
か
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
シ
ー
ア
派
を
別
と
し

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
姿
を
描
く
こ
と
は
偶
像
崇
拝
に
繋
が
る
こ
と
か
ら

激
し
く
忌
避
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
偉
大
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
正
し
い
導
き

に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
物
語
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
『A

ṣhāb 
al-fīl

（
象
使
い
の
者
ど
も
）』
と
い
う
絵
本
は
、
登
場
す
る
ゾ
ウ
や
ラ
ク

ダ
、
鳥
な
ど
全
て
の
動
物
が
、
顔
を
切
り
取
ら
れ
た
形
で
表
現
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
『al-ʻA

ṣfūrah al-dhakīyah w
a al-fīl al-ṭāghiyah

（
賢
い

小
鳥
と
乱
暴
な
象
）』（D

ār al-Q
āsim

, 1996

）
と
い
う
絵
本
で
は
、
顔

ど
こ
ろ
か
象
の
姿
も
小
鳥
の
姿
も
描
か
れ
ず
、
漫
画
の
吹
き
出
し
の
よ
う
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な
も
の
で
そ
の
存
在
が
示
さ
れ
、
動
き
は
足
跡
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
姿
を
描
か
ず
、
透
明
人
間
の
よ
う
に
足
跡
や
影
、
履
物
な
ど
で

そ
の
存
在
を
示
し
た
り
、
顔
を
隠
す
か
「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」
の
よ
う
に
描

く
手
法
は
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
で
も
宗
教
的
な
絵
本
に
お
い
て
は
見
ら
れ

る
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
場
合
は
、
そ
れ
が
宗
教
的
な
絵
本
の
み
な
ら

ず
一
般
的
な
絵
本
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『A

nas w
a ishārah al-

m
urūr

（
ア
ナ
ス
と
信
号
）』（D
ār al-Q

āsim
, 2007/2008

）
は
交
通

ル
ー
ル
を
教
え
る
絵
本
だ
が
、
主
人
公
ア
ナ
ス
の
顔
は
人
で
は
な
く
地
球

儀
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
部
分
と
し
て
描
か
れ
、
表
情
は
口
も
と
だ
け
で

表
し
、
目
に
当
た
る
部
分
は
極
力
目
立
た
な
い
よ
う
に
黄
色
の
点
々
で
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
教
科
書
で
は
、
挿
絵
の
全
て
が

「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」
に
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
宗
教
的
な
保
守
性
は
、
歴
史
的
に
は
国
の
近
代
化
を
阻
害
す
る

事
態
を
引
き
起
こ
し
た
。
例
え
ば
建
国
に
際
し
多
大
な
貢
献
を
し
た
同
胞

団
は
、後
に
そ
の
狂
信
的
な
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
三
代
目
の
フ
ァ

イ
サ
ル
王
（
在
位
一
九
六
四
年
〜
一
九
七
五
年
）
は
医
療
・
教
育
サ
ー
ビ

ス
の
無
償
提
供
、
奴
隷
制
度
の
廃
止
、
女
子
教
育
の
推
進
な
ど
様
々
な
社

会
改
革
を
行
い
、
近
代
化
政
策
を
進
め
た
が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
保
守
勢

力
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
イ
ラ
ン
革
命
に
影
響
を
受

け
た
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
主
義
者
た
ち
が
ア
ル
＝
ハ
ラ
ム
・
モ
ス
ク
を
占
拠

し
、
こ
れ
を
武
力
で
鎮
圧
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
に
配
慮
し
た
政
策
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ

て
き
た
。
ま
た
サ
ウ
ー
ド
家
に
よ
る
近
代
化
に
お
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ

て
自
然
、
風
土
、
部
族
、
生
活
様
式
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
元
来
が
血
縁

重
視
の
部
族
社
会
で
あ
り
、
部
族
の
長
た
ち
が
未
だ
大
き
な
力
を
も
っ
て

い
る
こ
と
も
配
慮
す
べ
き
点
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
非
常
に
近
代
的
な
側
面

も
持
っ
て
い
る
。
首
都
リ
ヤ
ド
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
多
く
の
外
国

人
が
働
く
近
代
都
市
で
あ
る
。
ま
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」
を
掲
げ
、

二
〇
一
八
年
に
は
女
性
の
自
動
車
運
転
を
解
禁
し
、
二
〇
一
九
年
か
ら
は

観
光
ビ
ザ
を
発
給
す
る
な
ど
、
石
油
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
一
挙
に

「
閉
ざ
さ
れ
た
国
」
か
ら
「
開
か
れ
た
国
」
へ
と
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
こ
の
五
十
年
で
大
き
く
姿
を

変
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
全
人
口
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
三
十
歳
以
下
、

つ
ま
り
石
油
大
国
と
な
り
豊
か
な
生
活
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
世
代
が
占
め
て
お
り
、
世
代
格
差
が
著
し
い
。

そ
の
た
め
か
特
に
近
年
は
、
あ
ま
り
宗
教
色
が
濃
く
な
く
、
世
界
的
に
共

通
す
る
内
容
を
も
っ
た
絵
本
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば

『象使いの者ども』［19--］
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『ʻA
lá raʼsihi rīshah

（
彼
の
頭
の
上
に
は
羽
が
あ
る
）』
は
、
差
別
と
分

裂
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
あ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ
に
選
ば
れ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
・
レ
イ
ブ
ン
ズ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館

が
毎
年
選
定
掲
載
す
る
国
際
推
薦
児
童
図
書
目
録
で
、
テ
ー
マ
の
普
遍
性
、

文
学
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
お
い
て
、
世
界
中
の
子
ど
も
の
本
の
中
で
特
に
優

れ
た
作
品
が
選
ば
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ー
ズ

公
立
図
書
館
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
の
著
名
な
出
版

社
の
選
り
す
ぐ
り
の
児
童
書
を
定
期
的
に
子
ど
も
た
ち
に
届
け
、
ま
た
児
童

出
版
部
門
で
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
絵
本
は
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
の
絵
本
の
翻

訳
出
版
も
し
て
い
る
。
ま
た
一
般
の
書
店
に
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
出
版

さ
れ
た
絵
本
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ラ
ブ
の
国
々
か
ら
輸
入
さ
れ
た
様
々
な
絵

本
や
、
欧
米
の
翻
訳
絵
本
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

終
わ
り
に

中
東
の
国
々
は
、
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
「
中
東
世
界
、
イ
ス
ラ
ー

ム
世
界
」
と
し
て
共
通
の
基
盤
を
も
ち
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
本
の
世
界
に

も
反
映
し
て
い
る
。
ア
ラ
ブ
の
絵
本
は
、
そ
の
発
展
に
お
い
て
国
情
や
政

治
的
な
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
共
通
語
と
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、

そ
れ
ら
の
絵
本
を
広
く
ア
ラ
ブ
圏
に
流
通
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
は
非
常
に
宗
教
色
が
強
く
、
そ
こ
で
出
版
さ
れ
る
子
ど
も
の
本
は
、

以
前
に
は
宗
教
的
な
内
容
や
躾
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う

印
象
が
強
か
っ
た
が
、
近
代
化
の
波
を
受
け
近
年
は
そ
の
様
相
が
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
だ
が
依
然
と
し
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
、
宗
教
的
な

国
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
生
活
に
深
く
結
び
つ
い
た
宗
教
と
伝
統

文
化
、
お
よ
び
地
域
に
よ
る
多
様
性
と
近
代
化
を
重
視
し
な
が
ら
今
後
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
の
本
が
手
渡
さ
れ
て
い

く
の
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ilm
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